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講師メッセージ

近年、深層学習をはじめとするAI技術は、医療における画像診断

支援や予後予測のみならず、生命現象の理解を支える基盤技術と

しても急速に発展している。とくに生殖補助医療（ART）の分野

では、胚評価の客観化・高精度化に対する期待が高く、非侵襲

的に得られる画像情報を活用した新たな診断・予測技術の開発

が進みつつある。

本セミナーでは、AI技術の医療応用として、第一に、受精卵の明

視野顕微鏡画像から出生予測を行う深層学習モデルの開発につ

いて紹介する。胚の評価は、これまで形態観察や発生過程の観

察に基づいて行われてきたが、評価の客観性や再現性には限界が

ある。また、蛍光標識を用いた詳細な観察は有用である一方、

臨床応用の観点からは侵襲性が課題となる。そこで我々は、蛍

光標識を用いず、時系列三次元明視野顕微鏡画像のみから胚の

出生可能性を予測する深層学習モデルFL2-Net を開発した。本

モデルは、明視野顕微鏡画像から核の形態情報を高精度に抽出

し、従来手法や専門家評価を上回る精度で出生予測を実現し

た。さらに、核体積や表面積の変動といった形態学的特徴が出

生予測に寄与することを示し、胚の発生能評価に関する新たな

知見を提示した。

第二に、深層学習を用いた遺伝子制御ネットワーク推定アルゴ

リズムについて紹介する。遺伝子制御ネットワークの推定は、

発生、分化、疾患発症などの背景にある分子制御機構を理解す

るうえで重要であり、病態解明や新規治療標的探索にもつながる

可能性を有する。本セミナーでは、複雑な遺伝子間相互作用をAI

により推定するアプローチを概説し、AIが医療における診断・予

測支援にとどまらず、生命医科学における機序理解にも貢献しう

ることを議論したい。

本セミナーを通じて、AI技術が生殖医療における意思決定支援の

高度化と、生命現象・病態機構の理解の深化にどのように寄与

しうるかを考えたい。医療と情報科学の融合がもたらす今後の

可能性について、皆様と議論できれば幸いである。
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